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 浄土が浦海岸（島根県 隠岐の島）         提供：宮内宗一会員

一休和尚が歌を詠み、そこから「浄土が浦」と名づけられた。 
「釣りに出て 身は三峰島の破れ衣 布施来てみれば 浄土なるらむ」 

 
 
 

 

第１９１４回 例 会 平成 23年 6月 28日 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
点     鐘 … 杉浦  武 会長 

ロータリーソング … 手に手つないで 

来訪ロータリアン紹介 

… 親睦活動･家族委員会 

会 長 挨 拶 … 杉浦  武 会長 

御 祝 披 露 … 杉浦  武 会長 

誕 生 祝 … 平野 恭男 会員(6月 24日) 

結婚記念日 … なし 

入会記念日 … なし 

幹 事 報 告 … 長谷川 弘 幹事 

 
 
 

 
 
 

 

ニコニコＢＯＸ … 親睦活動･家族委員会 
 
銚子ＲＣ会長・幹事退任挨拶 
会長・幹事退任挨拶 
 

出 席 報 告 … 出席・プログラム委員会 

 

来週のプログラム(平成 23年 7月 5日) 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
会長・幹事就任挨拶 
第７分区ガバナー補佐就任挨拶 

   
お食事「あぐり」 

(Ray Klinginsmith)
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四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

1) 真実かどうか 

2) みんなに公平か 

3) 好意と友情を深めるか 

4) みんなのためになるかどうか 
 

第1913回例会(平成23年6月21日) 

会長挨拶            杉浦  武 

先日、ロータリークラブ細則第16条改正、入会金に

ついての細則変更の検討会開催のご案内を配信させて

いただきました。6月28日（火）例会にて開催します

ので決済を宜しくお願い致します。 

さて、今年度は本日の例会を数えてあと2回となり

ました。この後、四大奉仕委員長より退任あいさつが

あります。委員長各位には発表お願いいたします。明

日の銚子ＲＣの例会には、私と長谷川幹事2人で退任

あいさつに出席してまいります。来週の例会には銚子

ＲＣ会長幹事が来訪されます。 

今年度会長挨拶ですが、私の職業に関しての話はしま

せんでした。今日は少しお話させていただきます。葬

儀の【葬】（ほうむる）にはいろいろな種類（用語）が

あります。 

仏葬（ぶっそう）仏式による葬儀。神葬（しんそう）

神式の葬儀。無宗教葬（むしゅうきょうそう）宗派宗

教にこだわらない葬儀。儒葬（じゅそう）儒教の儀式

によって行う葬祭。四葬（しそう）インドで行われる

四種の葬法。火葬・水葬・土葬・林葬があります。五

葬（ごそう）四種の葬法に野葬を加えた葬法。荼毘葬

（だびそう）荼毘（火葬）にして葬ること。会葬（か

いそう）葬儀に参列すること。仮葬（かそう）仮に葬

ること。密葬（みっそう）ひそかに葬ること。家族葬

（かぞくそう）家族、親族だけで集まって営む葬式。

本葬（ほんそう）本式の葬儀。個人葬（こじんそう）

親族が亡くなった場合に遺族が主催する葬儀。大葬（た

いそう）天皇・太皇太后・皇太后・皇后の葬儀。国葬

（こくそう）国の儀式として国費で行う葬儀。団体葬

（だんたいそう）団体が主催して行う葬儀。公葬（こ

うそう）官庁や公共団体が施主となって、公費で行う葬

儀。党葬（とうそう）党が主体となって行う葬式。社

葬（しゃそう）会社が施主となって行う葬儀。校葬（こ

うそう）学校が主催して営む葬儀。学校葬。自由葬（じ

ゆうそう）無宗教葬。合同葬（ごうどうそう）葬儀の主

催が複数組織にまたがったときの葬儀。自分葬（じぶ

んそう）正式な用語ではない。自分らしい葬儀をあら

かじめ企画しておき、その企画に沿った葬儀を行うこ

と。「無宗教葬」。帰葬（きそう）異郷の地で死んだ人

を故郷へ戻して葬ること。埋葬（まいそう）遺体また

は遺骨を土中にうめ葬ること。厚葬（こうそう）手厚

く埋葬すること。薄葬（はくそう）（厚葬に比して）よ

り簡素な葬儀。斂葬（れんそう）死者を埋め葬ること。

土葬（どそう）死体（遺体）を土の中へ埋めて葬るこ

と。水葬（すいそう）水中に遺体を投じて葬ること。

野葬（やそう）野に葬ること。山葬（さんそう）神道で

すが、死者を山に葬ること。林葬（りんそう）死体を林

中に放置して鳥獣に施す（ほどこす）葬り方。樹木葬

（じゅもくそう）墓石ではなく墓碑として樹木を指定

した葬儀の仕方。風葬（ふうそう）遺体を埋めないで空

気に曝(さら)し、自然に風化させる葬法。曝葬(ばくそ

う)も同様。鳥葬（ちょうそう）遺体を鳥に啄(ついば)

ませる葬法。チベットや、西インドのゾロアスター教

徒の間で行われる。自然葬（しぜんそう）散骨などに

より、自然に回帰しようとする葬儀。宇宙葬（うちゅ

うそう）故人の遺骨などをカプセルなどに納めてロケ

ット等に載せ、宇宙空間（多くは地球を周回する軌道

上）に打ち上げる散骨の一形態。重葬（じゅうそう）

すでに埋葬してある墓に、さらに亡骸を埋葬すること。

合葬（がっそう）同一の墓に二人以上の死者を合わせ葬

ること。抱石葬（だきいしそう・ほうせきそう）縄文

時代の墓址（はかあと）にみられ、死体に石をだかせ

るようにした埋葬法。死霊を封じるためのものといわ

れる。伸展葬（しんてんそう）死体を埋葬するとき、両

足を伸ばした姿勢で葬る方法。伸葬。座葬（ざそう）

座った姿勢で遺体を埋葬すること。棺を使用するとき

は座棺。屈葬（くっそう）。副葬（ふくそう）死者の生

前の愛用品などを亡骸に添えて埋葬すること。仮埋葬

（かりまいそう）正式に埋葬するまでの間、死体を一

時埋めておくこと。かりうめ。改葬（かいそう）一度葬

った遺体や遺骨を、他の場所に葬り直すこと。生前葬

（せいぜんそう）存命している人物が自分自身の葬儀

をおこなうこと。 

【葬】と同じ種類のことばは、まだまだたくさん在り

ます。 

幹事報告 

１・ガバナー事務所より 
・第34回ＲＹＬＡセミナー報告書送付 
・7月のロータリーレートのお知らせ 1＄＝８２円 

 受領 
２・第7分区より 
ＩＭ報告書                受領 

３・銚子市体育協会より 
関東近県中学生選抜野球大会後援申請書   受領 

４・夢鯨工楽部より 
 銚子海洋研究所イルカ・クジラウォッチングクルー

ズ応援のお願い              受領 
☆週報受領  鹿島臨海ＲＣ 八日市場ＲＣ 旭ＲＣ 
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クラブ奉仕委員長退任挨拶 

木村 貞夫 委員長 

ＲＩ レイ・

クリンギンスミ

ス会長の地域を

育み大陸をつな

ぐ ILDING 

COMMUNITIES, 

BRIDGING 

CONTINENTS）の

テーマ念頭において、尚、織田ガバナーの「例会を通

じて自らを磨き、クラブの不易流行を問い、独自のス

タイルを磨け」のモットーと、そして杉浦会長の存在

感のある、会員一人ひとりが楽しんで参加できる、ク

ラブ運営方針のもと努力して参りました。クラブ運営

の大きな課題である会員増強は、会員委員会を中心に

活動して参りましたが、当初目標である2,790地区平

均会員数35名を確保できませんでした。逆に退会者1
名を出してしまいました。 

（ BU

 しかしながら出席プログラム委員会の努力もあって、

例会出席率は3月末現在で87.5％を維持しており、又

5年毎の100％出席者の表彰も行われ、昨年末時点で5
年2名、10年1名、30年1名の会員が表彰されまし

た。 
 親睦活動の充実について特質すべくことは、11月の

地区大会開催時において、主催の銚子ＲＣとともに各

委員会及び、会員皆様のご協力により、盛会裏に終了

できましたこと感謝申し上げます。 
 勉強会・研修の充実はＲＣ情報委員会のご努力によ

り、ロータリービデオの鑑賞や卓話の充実を図り、勉

強会を実施致しました。会報（とっぱずれ）の発行も

広報・会報委員会のご努力もあり毎週発行され、又Ｈ

Ｐも都度更改され充実して参りました。 
 委員会活動に会員の皆様はじめ、会員の皆様方のご

指導、ご協力いただき、ありがとうございました。 

職業奉仕委員長退任挨拶 

川津 光雄 委員長 

今年度、職業

奉仕委員会を担

当しました川津

です。 
年初の活動方

針・事業計画に

基づき１年間活

動をしてまいり

ました。 
１０月の移動例会については１５名の参加で、親睦

活動・家族委員会と合同で、先進地視察では成田空港

の最先端技術を見学、ココ・ファーム・ワイナリー（足

利市）での懇親活動することができました。 
11月16日 「なぜ、ロータリーは職業奉仕を大切にす

るのか」地区職業奉仕研修委員 片岡 正勝氏職業奉仕

の卓話をいただきました。 
会員の皆様には１年間ご支援・ご協力をいただきあり

がとうございました。 

社会奉仕委員長退任挨拶 

宮内 勝利 委員長 

社会奉仕委員

長を退任するに

あたり、社会奉

仕活動に会員の

皆様がたの、参

加ご協力にお礼

申しあげます。

また各小委員長

さんには私が病気のため長期欠席したにも関わらず、

事業を遂行していただき有難うございました。社会奉

仕委員長として、地域社会に当ロータリークラブの活

動をあまりアピール出来なかったのが残念でした。 

国際奉仕委員長退任挨拶 

網中 吉郎 委員長 

当委員会は、

年度当初の活動

方針に基づき事

業計画を遂行す

べく、ロータリ

ー財団、米山記

念奨学、ＷＣＳ

の各委員会の活

動を進めてまいりました。卓話、会報掲載、ビデオに

よる勉強会などを行い、それぞれの理解を深めること

ができるよう努めました。 
Ｒ財団月間・ガバナー公式訪問時の財団寄付、米山

通常寄付、ＷＣＳ基金、ニュージーランド震災義援金

のご協力を会員皆様からいただき、今年度にはマルチ

プル・ポール・ハリス・フェロー2 名、米山功労者 2
名という更なるご協力もいただきました。 
また、今年度4月には米山奨学生「申炫宣（ｼﾝ ﾋｮﾝ

ｿﾝ）氏」を十数年ぶりに当クラブがお世話することと

なりました。カウンセラーをお引き受けいただいた中

西廣会員に感謝するところです。このことは、国際親

善、国際理解を進めることによって世界平和を目指す

国際奉仕の実践に我がクラブが少しでも関わることが

できたと思っております。 
この一年間の会員皆様のご協力ありがとうございま

した。 
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http://www.tcs-net.ne.jp/~rc 

銚子東ロータリー・クラブ 銚子市三軒町19番地の4 銚子商工会館内 TEL0479(23)0750 FAX0479(25)8789 
メール c-higashirc@tcs-net.ne.jp  URL http://www.tcs-net.ne.jp/~rc 
例会日時及会場 毎週火曜日  12時30分点鐘  銚子商工会館5階大会議室 

  会長 杉浦  武  副会長 木村 貞夫  幹事 長谷川 弘 
 Ｒ．Ｉ 第2790地区 クラブ広報・会報委員会 石上 明宏・大内 恭平・山本 幸男 
  表紙題字 網中喜一郎初代会長 
 

ほととぎす 銚子は国の とっぱずれ        古 帳 庵 
江戸小網町の豪商鈴木金兵衛夫婦（古帳庵 古帳女）が銚子に遊んだときに 

詠んだもので、この碑は圓福（円福）寺に現存する。 
 

© 2010-2011 The Rotary Club of Choshi-East. All rights reserved. 
 

 

―――ニコニコ――― 

木村貞夫ｸﾗﾌﾞ奉仕委員長・川津光雄職業奉仕委員長 

宮内勝利社会奉仕委員長・網中吉郎国際奉仕委員長 

 １年間皆様のご協力ありがとうございました。 

出前教室 
日時：平成 23 年 6 月 24 日(金) 
場所：銚子市立五中学校 
講師：銚子ＲＣ 織田吉郎・高木浩一・宮内秀章 
   銚子東ＲＣ 大内恭平・星安広 
 
 
 
 
 

隠岐の島の杉紹介 
八百杉 
重要文化財｢玉若酢命神社｣にあ

る県下一の巨木。樹齢約 2000 年

かぶら杉 
根本付近から幹

が 6 幹に別れてい

て、その形が鏑矢

に似ていることか

ら名が付いた。樹

齢約 600 年 

岩倉の乳房杉 
主幹は 15 本に分岐し､枝に大

小 24 個の鐘乳石状の乳房根が垂

れ下がっている。岩倉神社の御神

木で県の文化財。樹齢約 800 年

 
  前 回 の 例 会 （６／２１） 報 告 

点

出

席率     ７７．４２ ％ 

確定出席率   7９．３１ ％ 

ン  なし 

欠

メークアップ 

 

木村君 黒田君 杉浦君 （6/22両

 

） 

   鐘  杉浦 武 会長 

席報告 

会員総数 ３２ 名  出席規定除外数 ９ 名 

出席者   ２４ 名  出

６月７日        

来訪ロータリア

席者  ７名 

狩野君 宮内(勝)君 大内君 杉浦君 

 (6/20千葉科学大学ＲＡＣ)

杉浦君 長谷川君           （6/22銚子ＲＣ） 

ＲＣ会長幹事会） 

星君 石上君 宮内(博)君 大内君 澤田君 杉浦君

 （6/24出前教室

スモールコインBOX      小 計 ￥  ２，５００－ 

累 計 ￥ ８６，５００－ 

ニコニコBOX          小 計 ￥  ８，０００－ 

累 計 ￥５９０，３５０－ 

杉浦会長挨拶

テーマ 
｢銚子の水辺環境｣ 

テーマ 
｢視野を広げよう・

世界にどんどん出

よう｣ 


